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簿
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工
業
経
営
規
模
山
一
双
峯
分
布
に
./) 

い
て

日i

杉

競二

序

言

金
輸
出
再
禁
止
以
来
、
夜
同
工
誌
の
飛
躍
的
渡
良
に
従
っ
て
中
小
工
業
の
重
要
性
が
強
調
せ
ら
れ
た
c

ま
こ
と
に
我
同
工
業
中
に

治
て
中
小
工
業
の
止
hu
る
地
位
は
相
川
知
一
日
間
い
も
の
で
あ
り
、
叫
刊
に
去
の
製
品
が
輸
出
品
巾
大
た
る
部
分
を
占
む
る
と
と
及
び
弊
働
吸

収
力
の
大
た
る
と
と
の
故
を
以
て
比
目
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
出
惜
し
そ
の
人
川
淵
は
動
も
ナ
れ
ば
中
小
心
認
の
芯
識
を
過
大
視
す
る

傾
が
あ
っ
た
。
屡
々
大
工
業
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
こ
れ
ら
の
議
論
に
修
正
を
加
久
ん
と
す
る
も
の
あ
る
は
率
ろ
首
然
と
い
は
ね
ば

な
ら
ね
。

工
業
経
営
の
規
模
を
決
定
す
る
要
素
は
多
穏
多
様
に
し
て
一
義
的
に
大
規
模
経
営
の
右
利
た
る
こ
と
を
結
論
し
難
い
の
は
一
一
員
ふ
迄

も
な
い
。
所
謂
組
織
に
よ
る
節
制
の
法
刈
は
大
規
模
経
営
の
有
利
在
る
と
と
を
示
す
け
れ
ど
も
・
大
経
営
に
越
す
る
工
業
と
他
方
に

然
ら
ざ
る
工
業
と
を
医
別
す
る
と
と
が
出
来
る
。
例
へ
ば
鍛
工
業
は
大
工
業
で
あ
る
が
、
食
料
品
工
業
は
一
般
に
小
工
業
と
凡
て
誤

り
友
い
。
即
ち
最
小
の
生
一
一
彦
費
と
い
ふ
貼
か
ら
い
へ
ば
夫
h

の
工
業
に
つ
い
て
最
遁
な
る
経
営
の
規
栽
な
る
も
の
が
珂
論
的
に
考
へ

ら
れ
る
管
で
あ
る
g

然
る
に
工
業
経
笹
出
品
棋
の
現
買
を
見
る
時
、
大
経
替
の
感
倒
的
危
る
工
業
と
小
経
営
の
支
配
的
な
る
エ
業
と
の
外
に
、
雨
者
の
併

工
業
何
回
傍
規
模
の
双
峯
分
布
に
つ
い
て

第

抗

i¥. 

宝玉

第
四
十
五
巻

例へば有j華麗巳、日本工業続制論、 19--42頁。
E. A. G. Robin、on ほ現1誌の技術主組織能力止の保f宇の下において最小の
草1v.:常日平均生産費を示す企業を豆長通企業 (optimumfirm) と定義する。但
し訟で長期間にI司牧さる〈さすべて坦究用語、合まれ、又f資格を争艇問題にし
てゐない (ThestrLlcture of competitjγe ，indl1.stry， 1931:， p目 15)。

2) 



工
業
経
瞥
規
模
の
双
装
分
布
に
つ
い
て

第
四
十
五
巻

第

貌

i
L
a

、
F
Jノ

四

存
せ
る
工
業
を
幾
っ
か
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
と
で
は
各
種
規
械
の
工
揚
が
併
立
せ
る
か
、
或
る
科
度
の
小
工
揚
が
大
工
場
左
共
に

大
た
る
割
合
を
占
め
て
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
大
小
の
規
模
別
分
布
を
見
た
る
揚
合
、

工
業
経
俸
が
そ
の
聞
に
一
様
に
分
布
し
て
ゐ

る
か
、
又
時
に
は
そ
の
分
布
に
二
つ
又
は
三
つ
の
峯
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

工
業
組
織
の
現
貨
を
綿
衡
に
分
析
せ
る
7

ロ
レ
ン
ス
教
授
は
双
峯
分
布
を
児
出
す
に
つ
い
て
、

一
つ
の
簡
易
な
る
統
計
的
方
法
を

別
ひ
で
み
る
。
必
に
我
止
は
一
一
肱
乙
の
一
方
法
主
利
川
し
、
昭
和
十
年
の
商
工
符
編
工
場
統
計
表
に
税
は
れ
六
る
と
と
ん
に
よ
〈
っ
て
一

祉
制
お
る
分
布
又
は
双
民
一
分
布
を
一
不
す
工
業
若
干
を
灘
び
日
し
、

何
故
か
L

る
事
賓
が
現
は
れ
来
る
か
を
考
察
せ
ん
と
す
る
の
で
あ

る
。
勿
論
.
統
計
技
術
的
理
由
よ
り
か
a
A

る
数
字
が
現
は
れ
て
来
る
こ
と
あ
る
を
以
て
、
此
の
貼
よ
り
7

ロ
レ

Y

ス
の
方
法
V
批
判

し
た
る
後
、
か
L

る
分
布
を
悲
起
す
べ
き
経
済
的
理
由
を
研
究
し
、
之
に
よ
っ
て
大
粧
品
市
と
中
小
経
管
止
の
関
係
を
綜
合
的
に
現
解

し
た
い
と
忠
ふ
。

ー
ー

統
計
に
現
ば
れ
た
る
大
小
規
模
の
併
立

ブ
ロ
レ
ン
ス
教
授
は
そ
の
電
工
業
組
織
の
論
理
」
に
沿
い
て
工
業
絞
営
規
模
の
分
布
玄
一
削
や
る
に
際
し
弐
の
一
つ
の
方
法
を
用
び

て
ゐ
私
。
即
ち
先
づ
経
倍
の
規
模
を
幾
つ
か
の
段
階
に
分
ち
、
何
れ
の
段
階
に
多
く
の
経
皆
が
分
布
し
て
ゐ
る
か
を
見
る
の
で
あ
る
ー

が
、
そ
の
矯
め
に
工
業
経
俸
の
規
模
を
使
用
職
工
敢
に
よ
っ
て
八
段
階
に
分
ち
、
ヰ
九
々
に
属
す
る
峨
一
ム
設
を
比
較
す
る
。

抑
も
工
業
経
営
の
規
模
を
決
定
す
る
要
素
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
理
論
的
に
は
之
を
五
つ
に
大
別
す
る
こ
と
を
得
る
。
一
技
術
的

要
素
.
己
経
営
管
理
的
要
索
、
包
余
磁
的
要
素
、
川
原
料
購
入
及
び
製
品
販
実
上
の
要
素
、
及
び
伍
景
気
、
晴
好
そ
の
他
の
費
動
に
封

Florenct:) P. S.~ The logic of indu1'>trial organi川 町1" 1. 93.3， p. 29/.30・
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劃
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工

工

エ

ヱ

ヱ

判

銅

閥

抗

昨

批

蓮

路

地

人

子

一

属

綿

刷
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誼

動

踊

ン

制

ス

製

i
結
男
一

金

山

小

印

羊

陣

白

岡

崎

車

パ

電

ガ

靴

四

時

田

100.01 

100.(】

100.倒

100.01 

10u.ol 

13.4 

:31.3 

1.9 

B3.1 

7.2 

32.6 

52.9 

27.4 

1.6 

第

金

職工薮別

ヱ
工
業
経
替
規
模
白
双
峯
分
布
に
つ
い
て

す
る
考
慮
、
之
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
要
素
の
作
用
に
よ

っ
て
夫
々
の
工
業
に
つ
い
て
粧
品
品
の
最
適
規
模
、
卸
ち
最

小
の
平
均
生
産
費
、
若
く
は
最
↓
へ
の
能
率
を
あ
げ
得
る
規

模
が
定
ま
る
わ
け
で
あ
ふ
。

か
、
る
目
呪
遁
規
模
は
各
工
業

に
通
常
一
っ
と
与
へ
ら
れ
る
が
、
時
に
は
二
つ
あ
る
の
で

あ
ら
う
か
。
若
し

つ
で
め
る
と
す
れ
ば
、

7

u

レ
ン
ー

は
、
堤
模
別
職
下
-
放
の
八
々
が
に
於
て
、

長
大
の
峨

c数中一

一
不
す
一
町
四
分
が
現
は
れ
、
そ
の
側
側
の
国
分
に
左
右
相
栴

的
に
遁
減
せ
る
職
工
教
が
見
ら
れ
る
舎
で
あ
る
と
す
る
。

乙
の
時
、
こ
の
底
分
、
い
は
ピ
乙
の
申
告
一
は
最
大
能
率
を
あ
げ

る
最
遁
規
模
を
示
し
て
ゐ
る
と
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

勿
論
と
の
揚
合
、
規
模
の
区
分
法
及
び
工
業
部
門
の
分
類

法
が
遁
営
で
あ
る
と
と
を
前
提
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
仮
は
一
九

O
九
年
の
米
国
工
業
セ
ン
サ
ス
の

数
字
に
よ
っ
て
上
掲
第
一
去
の
結
果
を
得
て
ゐ
る
。

第
四
十
五
巻

王手

第

競

f¥ 
七

Robinsun， The structure of competiti刊 ino.ustry，esp. p. Ij・但し市場が最適
規模の(少〈とも一つの)企業の金生成怖を消化しうると俵定するo
Florence， The logic of 凶 ustri<.1.1のrgCllllz乱tlOn，p・42/43・
Ibid， p. 3。
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工
業
経
替
規
模
白
洩
峯
分
布
に
つ
い
て

表

↑

u
o
創

刊

日

制

引

っ

N
「〕

一

計

一

悦

肌

飢

飢

∞

∞

∞

∞

∞

一

∞

一

一円一
i

川一一昨
1
1川一と

一
羽

l

一

川

川

}

i

一
川
一

一
一
劃
一

M

川

口

同

問

は

山

山

江

川

川

一

日

一

一九日…
I
l
一一一ι

一

ト

一

弘

&

仏

江

&

肌

1

8

&

比

一

孔

一

一
o
u

一
公
υ

史

u

w

d

同

d

A

u

d

仏

T

Q

υ

n

b

c

o

o

a

一
ハ
υ

国

一
ト
一

.

h

払

.

m
品

1

a

2

却

一

孔

一

副

司

|

業

業

業

業

ロ

川

1
1
4
劃
ー
ー
割
当
|
剖
「
寸
什
l
-

工

:

製

本

工

気

工

一

言

日

間

コ

体

製

品

電

U

糊

準

伽

業

刷

料

斯

川

機

化

製

工

印

食

瓦

其

100，01 

第

l窯

合

職工数別

工

ごE

防織

金属

第
四
十
五
巻

害事

裁

A 
A 

~ ノ、

と
の
夫
に
よ
っ
て
第
一
に
、
徴
鋼
業
と
電
気
機
械
製
逝

業
と
の
、
二
つ
の
例
外
を
除
け
ば
、

一
臣
分
に
て
四
十
バ

-
宅
ン
ト
以
上
に
達
す
る
程
明
か
友
分
布
を
示
し
て
ゐ
る

も
の
は
な
い
こ
と
を
知
る
。
第
二
に
、
羊
毛
工
業
に
お
い

て
百
一
人
以
上
二
百
五
十
人
迄
を
使
刑
す
る
工
場
と
千

人
以
上
を
使
用
す
る
工
裁
と
の
こ
っ
の
規
模
K
峯
が
あ
る

(ε
一】】
E
D
L
己

主
ω
E
一一
v
E一DZRF)
こ
止
を
彼
は
指
摘
し
て
ゐ
る

の
で
る
る
。

こ
の
方
法
を
利
用
し
、
我
図
の
昭
和
十
年
工
場
統
計
表

の
数
字
に
上
っ
て
次
の
第
二
去
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

会
工
業
を
十
部
門
に
分
つ
工
業
の
大
分
類
に
つ
い
て
各

規
模
の
従
業
者
数
を
見
れ
ば
、
第
二
表
の
如
く
、
明
か
た

る
一
つ
の
丘
を
示
す
も
の
は
稀
で
あ
っ
て
、

一
工
業
の
従

業
者
数
が
一
匡
分
に
て
四
十
バ

1
セ
ン
ト
に
遣
す
る
も
の

は
泣
く
、

一
一
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
達
し
で
ゐ
る
の
は
機

械
器
具
一
ム
業
(
一
一
一
一
一
・
九
%
了
と
化
製
工
業
(
一
二
一
・
二
一
%
)
と

F1orence， ibid.， P・31.5) 



に
沿
け
る
千
人
以
上
使
川
1
J

川
知

及
び
食
料
品
工
業
医
ゐ
け
る
五
人
以
上
十
人
未
満
使
用
工
場
(
三
二
・
九
%
)

に
過
ぎ
な
い
。
而
も

俊
械
器
具
工
業
及
び
化
車
工
業
は
二
百
人
以
上
使
用
工
場
(
三
回
八
円
心
に
で
夫
、
河
五
二
・
六
%
及
び
五
三
・
四
%
と
掛
字
。
ピ
占
め
て
居
り

食
料
品
工
業
に
て
は
五
人
以
上
=
一
寸
人
未
満
使
用
工
場
(
=
一
隔
分
)
が
六
四
・
四
%
を
占
め
て
ゐ
る

3

誌
に
前
二
者
は
大
工
業
、
後
者

は
小
工
業
の
典
明
一
的
な
も
の
た
る
こ
と
を
知
り
得
る
。
而
し
て
タ
〈
の
工
業
に
於
て
は
か
、
る
明
か
た
る
規
撲
の
分
布
を
一
不
さ
や
、

内
汁
焼
伎
の
絞
川
い
が
与
/
〈
の
国
分
比
五
っ
て
殆
ど
一
怯
陀
分
印
し
て
ゐ
る
つ
之
が
第
一
に
、
日
意
中
」
裂
寸
お
鞘
で

b
る
。
殊
に
一
様
去
る

分
前
に
近
さ
も
の
は
奈
支
は
た
い
市
川
制
手
持
活
、

及
び
瓦
斯
若
気
主
で
あ
る
c

こ
れ
ら
の
じ
業
に
あ
っ
て
は
件
規
模
の
工
場
が
併
存
し

-JR:「
臼

可

町

、

-

〉

o

J

が

}

ユ

〉

H
4
3

L
z
t
ハj
品
作
れ
川
い
れ
J

ぃ
J

て

Z
J巾

ν一
て
之

1
2
1
 
L
I
J
P

劃

p
a
-
-
1
3
;
j
:
)
J

:
i
:
i
j
i
:
i
f
[
l
f
r
i
-
-
1
j
ご

〆

l
J
ト
ぃ
土
レ
ア
ミ
h
r
F
7
A
v
-
-
J一三一刊日
l
y
L
↑二♂(、

J

• 

i

セ
ユ
ト
'
1
J

に
刊
叫
!
一
た
く
と
も

攻
守
司
程
度
大
規
模
経
世
又
は
小
規
模
純
岱
が
支
配
的
と
な
っ
て
ゐ
る

3

今
之
を
ぷ
一
不
す
れ
ば
吠
の
如

L
C

(.¥1 

ト
ヘ
工
場
が
支
配
的
危
る
も
の

紡
織
工
業
、
全
国
工
業
、
機
岐
部
具
工
業
、
化
間
半
工
主

n
D
 

一
様
な
る
分
布
を
示
す
も
の

製薬
材業
及
木印
主2 同1]

品製
ユ:本
ブ主，' 三tt

食五
車J 其庁

""電
工気
業弐

共
，'0 

他
心う

I 
32 

(C1 

小
工
揚
が
支
配
的
な
る
も
の

第
二
に
而
し
て
最
も
注
意
す
べ
き
は
金
属
工
業
と
機
峨
器
具
工
業
と
に
於
て
大
左
る
従
業
者
数
を
一
不
す
何
分
が
二
つ
(
イ
五
人
以
上

ニ
十
人
未
満
使
用
工
均
、
マ
人
以
上
使
用
工
場
)
る
る
こ
と
で
る
る
。
卸
ち
二
つ
の
峯
が
現
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
3

光
e
f
J
7

ロ
レ
ン
ス
が
工
業
一
丸
川
町
民
札
棋
の
分
布
を
知
る
た
め
に
上
述
の
統
計
的
万
法
を
と
る
楳
擦
を
抱
一
岡
市
ア
る
に
、
恐
ら
く
火
の
と

こ
り
に
あ
る
で
あ
ら
う

3

経
岱
(
工
場
)
泣
よ
H
い
へ
ば
.
歴
史
的
・
経
済
的
理
問
よ
り
し
て
小
れ
替
が
絶
針
的
に
多
数
を
い
山
め
る
と
と

は
川
日
以
然
の
と
と
で
る
る

3

五
人
以
I
h
十
人
未
満
を
使
用
す
る
工
場
は
昭
和
十
年
五
四
・
八
%
を
山
め
て
ゐ
る
。
た
ピ
規
附
俣
の
級
間
附

コ
法
制
喧
山
州
河
川
町
、
F
P
H
J干
ザ
市
に
可
、

ーヒ

合J

f主

/¥ 

:;L 

F

事
国
一

1

山巴

印刷製木治及び瓦騎電気治は比較的一様な分 l'Irを示して;:;tゐるが、小規模工ぬ
が優勢である。
ヨ1人以ー1::三 1"人未満f~ ITJ工場にて62.8~，;; ~ I!jめてゐる。

わ〉

J 



工
業
経
瞥
規
模
の
洩
峯
分
布
に
う
い
て

第
四
十
五
巻

が
弐
第
に
庚
〈
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
L
、

第
二
披

一
工
場
営
り
従
業
者
数
が
増
加
し
て
ゆ
〈
こ
と
と
に
よ
っ
で
、
従
業
者
数
(
若
〈
は
職
工
数
)
を

" 

九
O 

と
れ
ば
、

工
岨
輔
教
の
逆
J
字
形
分
布
と
相
殺
し
、
特
に
経
替
教
の
密
集
せ
る
医
分
に
の
み
大
友
る
従
業
者
数
を
一
不
ず
で
あ
ら
う
と
推

測
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
賓
は
こ
の
推
論
は
精
密
で
は
た
い
。
従
っ
て
そ
こ
か
ら
は
精
密
た
論
断
は
許
さ
れ
な
い
。
又
現
在
の
理
論

的
た
最
趨
規
模
と
、
現
在
の
規
模
を
決
定
し
た
長
逝
規
模
と
は
同
一
一
ピ
‘
泣
い
と
と
後
に
述
式
る
通
り
で
あ
る
。
然
し
大
憶
に
お
い
て

か
く
の
如
き
一
様
在
る
分
布
と
見
ら
れ
、
時
に
は
双
峯
分
布
と
見
ら
る
べ
き
も
の
が
あ
り
と
す
れ
ば
‘
如
何
に
説
明
さ
る
ぺ
き
な
あ

ら
う
か
。
統
計
技
術
上
の
到
凶
か
ら
明
は
れ
て
来
る
の
か
‘
即
ち
見
ぜ
か
け
だ
け
の
双
峯
分
布
か
、
叉
は
経
済
的
理
由
に
基
〈
賓
際

上
の
双
峯
分
布
で
る
ら
う
か
。
之
を
検
討
す
る
の
が
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

先
づ
統
計
技
術
上
の
理
由
を
零
ね
て
見
ょ
う
。
と
の
方
面
か
ら
か
く
の
如
き
数
字
の
現
は
れ
る
理
由
は
凡
そ
=
一
つ
る
る
。
第
一
に

規
模
の
級
間
隔
が
不
遜
営
友
る
た
め
に
或
る
級
に
た
い
て
過
度
に
小
又
は
大
友
る
数
字
が
現
は
れ
る
こ
と
で

b
る
。
職
工
十
人
以
上

十
五
人
未
満
使
用
工
揚
が
小
な
る
数
字
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
之
は
何
れ
の
部
門
に
も
共
通
で
る
り
、
事
責
上
こ
の
規
模
に
不
利
な
る

事
情
あ
る
に
非
や
し
て
、
恐
ら
く
は
級
間
隔
の
狭
き
に
過
ぎ
る
と
い
ふ
統
計
技
術
上
の
事
情
に
よ
る
色
の
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
他

の
級
に
つ
い
て
も
正
確
友
合
理
性
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
査
し
こ
の
統
計
的
方
法
を
用
ひ
る
根
嫁
が
前
述
の
如
き
綾
部
百
数

と
級
間
隔
の
大
小
と
の
相
殺
を
強
想
す
る
と
と
ろ
に
あ
る
友
ら
ぽ
、
匿
分
法
に
は
経
替
数
の
正
常
的
た
分
布
と
の
闘
聯
を
も
た
し
む

ぺ
き
で
あ
る
。
唯
事
寅

t
は
工
揚
統
計
表
に
よ
る
限
り
そ
の
匿
分
法
を
籍
り
て
来
る
よ
り
外
友
い
の
で
る
る
。
第
二
に
、

工
業
の
分

類
の
不
通
首
な
る
こ
と
に
よ
る
、
却
ち
異
質
的
な
る
工
業
が
一
つ
の
工
業
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
に
図
る
の
で
あ
る
。
双
峯
分
布
は

一
般
に
か
L
る
異
質
的
危
る
集
圏
の
混
在
に
よ
る
岨
割
合
が
極
め
て
多
い
の
で
あ
私
。
従
っ
て
一
様
た
る
分
布
又
は
双
山
晶
一
分
布
が
経
済

森岡箆三、統計概論、 48-49賀、上岡常吉、生物統計明、'132--139，頁。8) 



期
は
、
五
確
に
は
一
商
品
を
生
還
す
る
も
の
の
み
を
一
工
業
と
し
、

古ゐ
L 

る

よζ

業
毎
』亡

見
出
さ
る
mミ

き

主主
で誕E

あ吾

守護
の
13 
n文

趨
左

的
理
由
に
よ
る
や
否
や
を
見
る
前
に
更
に
細
分
せ
る
工
業
の
分
類
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
を
要
す
る
。

尤
も
一
商

口
問
、
若
く
は
一
工
業
と
は
如
何
に
し
て
定
む
ぺ
き
や
の
殻
密
な
る
規
定
は
認
定
困
難
で
あ
る

3

隈
令
第
二
の
誌
が
埠
司
戸
止
さ
れ
た
と
す

る
も
、
更
に
統
計
技
術
上
か
ら
来
る
第
一
ニ
の
問
題
が
あ
る
。
印
ち
工
業
生
産
の
介
化
と
結
合
と
は
L
業
務
展
の
特
徴
で
あ
る
か
ら
で

一
工
場
に
て
二
種
以
上
の
製
品
を
生
産
せ
る
揚
合
に
は
、
そ
の
生
産
額
の
多
少
、

設
備
の
種
類
等
を
参
酌
し
て
主
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
一
を
工
業
主
が
「
主
要
事
業
」
と
し
て
調
査
票
に
記
入
し
、
之
に
よ
っ
て
各

あ
る
。
我
間
工
場
統
計
交
の
作
成
に
蛍
つ
で
も
‘

工
揚
が
甲
工
業
或
は
乙
工
業
に
包
含
さ
れ
る
の
ず
あ
る
。
従
っ
て
市
工
業
と
記
さ
れ
て
あ
る
以
外
の
乙
工
業
に
も
、
事
責
上
は
甲
製

日
間
を
生
産
せ
る
も
の
が
あ
る
わ
け
で
あ
つ
で
、

工
場
統
計
去
の
数
字
の
み
で
各
工
業
に
烏
け
る
規
模
の
全
貌
伊
一
見
る
こ
と
は
問
な
い
。

然
し
乍
ら
此
の
離
は
現
在
の
統
計
上
止
む
を
得
泣
い
か
ら
.
哲
く
問
題
外
と
し
も
不
吏
分
な
る
視
察
を
以
で
満
足
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
9

之
を
要
す
る
に
、

フ
ロ
レ
ン
ス
の
と
っ
た
統
計
的
方
法
は
、
そ
の
素
朴
な
る
根
競
や
漣
〈
べ
か
ら
ざ
る
統
計
の
不
完
全
の
故
に
茜

だ
不
精
密
で
あ
っ
て
、
工
業
粧
品
同
が
大
小
規
模
に
不
規
則
に
、
又
は
一
様
に
分
布
し
て
ゐ
る
こ
と
を
祭
す
る
に
は
足
る
が
、
双
山
品
分

布
が
あ
り
や
否
や
を
知
る
に
は
未
だ
不
定
分
で
る
る
の
を
兎
れ
な
い
。
誌
に
双
山
長
一
分
宿
と
断
や
る
場
合
に
も
粗
雑
な
る
観
察
で
る
る

こ
と
を
認
め
、
旦
こ
の
賠
に
闘
す
る
統
計
的
方
法
の
研
或
は
之
を
今
後
に
倹
た
ね
ば
注
ら
ね
。

金
工
業
を
十
部
門
に
分
つ
大
分
類
か
ら
一
歩
進
ん
で
細
分
せ
る
工
業
別
に
観
察
し
よ
う
。
明
白
友
る
ト
ヘ
エ
業
又
は
小
エ
業
と
し
て

の
分
布
を
一
不
さ
や
、

一
様
た
る
分
布
若
〈
は
双
峯
性
の
分
布
を
一
示
す
工
業
若
干
を
摘
出
す
れ
ば
第
三
去
を
得
る
。

こ
れ
ら
の
中
、

粗
雑
な
る
観
察
乍
ら
双
峯
分
布
と
見
ら
る
ぺ
き
工
業
は
蒸
汽
幡
製
造
業
、

内
燃
機
関
製
造
業
、

電
球
製
造
業
、

工
業
経
替
規
模
。
双
峯
分
布
に
つ
い
て

第
四
十
五
巻

え4

第

鋭

えa

~obi~~on， ibid.. p. 6~I3 ・
有海庚巳、前掲曹、 45頁。

9) 
10) 



表第

工
業
舷
営
規
模
の
町
品
集
分
布
に
づ
い
て

第
四
十
五
容

日空豆EFE勺元内竺
組織物業 |10116515319.8J1121121!12.516V1158l 1000 

毛純物及毛交続物業 !日 713.8 10.81 9.3! 9.11 7.6 ~'.出 11.8 : ~8.1 1 100.0 

メりヤス(製品)製遣業 |217l9m7mJ(106i106I100 : -lmd  

ポールト・ナット・ワツシ120.7:9.5り日 2!15.8'16.51 3.5 I 10臼 - J 1100q 
ヤー及リベット製造業 |山E'|…! (片 Ul J 1 1 1 1 
5荘内館製法業 |11918.812D314612.6191! - 29.71 -!100d 

内燃機 関製造業 i 10.6' 5.912.9: 8.0 9.5 5.7'， ~:6.0 9圃3: 12.1 

工作機械器具製法諜 : 12.8] 8.D'20.3!日.817.6， 8.5 G.(I lG.l 

時 計 製法楽 2司2.0 7・引 42154113i168 7L! 

電球製法業 I 5.4[ 7.818.司5.3.日9:11.8 i 5.] ~，_ I 

白 動車製造業 ，12.2! 7.0 14.割1札7;446.8! 日7

白轄本叛製造業 1109l7川 412判17H112im

胸磁器 製主主業 i l~.li 5.8: 12.4111.5112.41 14.1 i 1.3.'， 

ゴム製品製建業 3.41 2.7'11.5112.9119.51 14目71 

セルロイド(製品)製法業!16.3¥ 12.0: 16内3.012.61 - I 

J製粉業 114.914.414.6127.5124.21 4.8 I 

l菓子パン水飴製造業 '， 26.0! 8.513.7110.7113.5'， 9.3! '，.3 

柿及麻製綱細及銅製詮業110.21 9.31~'~i 10.111~'~i 14.1 ! 2ι4 

域経 業 [23.619.313.9! 9.9: 9.61 8.9 i 10.1 1.1 I 13.6 

電気機峡器具製法業: |4912L863i481411 6.81110 111148.2 1t.q 

閥 横 械 器具製造業 (7.31 6.011.:1111.11 7.3] 10.2U.6 16.8' 18.tr I 100.01 

百十

100.0 

10り叫

100.01 

100.01 

100.01 

100.0: 

43.2 

39.4 i 1oo.oi 

29.0 

100.01 

10υ.0: 

100.01 

100.0: 

i.l ! 

9.4 1 

6日 10.2

:u; j 14.0 

213~7 

72 向。
V.、

1' ，~. [5 

-同

"J. I 

n.s 

}lIJ 主主工職

二
四

C

f事

量主

プし

I
K
E
-
-

、

長
fEA可
窓
J

「
業

セ
ル
ロ
イ
ド
製
品
製
出
業

裁
縫
業
等
で
る
る
。
そ
の
他
金
属
工
業
、
機

械
器
具
工
業
に
属
す
る
工
業
に
は
、
大
工
揚

の
外
、
十
五
人
以
上
三
十
人
未
満
使
用
工
揚

が
小
さ
い
午
ら
も
五
を
見
せ
て
ゐ
る
も
の
が

多
い
ロ
例
へ
ば
電
気
機
械
器
具
製
浩
業
、
紡

級
機
枕
器
具
製
造
業
等
、
之
で
あ
る
。

双
峯
分
布
の
鰹
演
的
理
由

前
段
に
於
て
工
業
経
営
規
模
の
分
J

仰
を
統

計
的
に
見
.
そ
の
一
様
な
る
分
布
葉
く
は
双

出
品
川
分
布
が
統
計
技
術
的
理
由
か
ら
現
は
れ
得

る
と
と
を
指
摘
し
た
。

最
後
に
観
察
を
少

し
〈
正
統
に
す
る
た
め
、
細
分
せ
る
個
止
の

工
業
に
つ
い
て
見
た
け
れ
ど
も
、

と
の
揚
合

に
も
統
計
技
術
上
よ
り
来
る
見
せ
か
け
の
双



峯
・
が
現
は
れ
る
の
を
防
ぎ
得
な
い
。
例
へ
ば
上
掲
の
ゴ
ム
製
品
製
造
業
の
中
に
は
小
一
ム
業
に
局
す
る
ゴ
ム
靴
を
製
造
せ
る
も
の
と
、

大
工
業
の
一
例
友
る
自
動
車
タ
イ
ヤ
宇
一
製
治
せ
る
も
の
と
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

叉
裁
縫
業
に
於
け
る
千
人
以
上
を
使
用
す
る
大
工
場

は
足
袋
、
地
下
足
袋
を
製
法
せ
る
も
の
で
あ
り
、
小
工
場
は
そ
の
他
の
和
服
及
び
洋
服
裁
縫
業
で
あ
る
。

と
れ
ら
雨
種
の
製
品
は
決

し
て
無
関
係
で
は
な
い
が
、
そ
の
製
造
技
術
・
市
場
等
は
全
〈
異
り
、
工
揚
の
鞠
換
は
行
は
れ
な
い
の
が
普
通
で
あ
か
。
従
っ
て
経
済

上
別
個
の
工
業
と
見
て
差
支
へ
-
泣
い
も
の
で
あ
る
。
か
く
で
依
然
と
し
て
集
圏
の
同
質
性
が
確
保
さ
れ
た
い
の
で
あ
る
。

以
上
に
来
げ
た
る
統
計
よ
り
の
推
論
は
か
〈
の
知
〈
種
々
の
快
劫
と
ぷ
精
密
さ
を
伴
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
争
以
難
い
が
、

し
か
も
或

る
-
艇
の
工
業
に
双
山
牟
分
布
又
同
一
様
在
る
分
布
が
存
泊
す
る
と
と
だ
け
は
全
く
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

を
こ
台
大
亡
霊
斑
円
ト
f
h
e
k
五一九
q
hド
日
一
五
町
ス
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。
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こ

.tL 

及
び
製
粉
業
等
で
あ
ら
う
。

る
も
の
は
必
や
し
も
多
く
左
い
。

メ
リ
ヤ
ス
(
製
品
)
製
造
業
、

t
A
汽
繕
製
造
業

ら
は
嚢
に
港
べ
た
る
如
く
夫
々
一
商
品
を
生
産
す
る
と
い
ふ
意
味
で
大
韓
一
工
業
と
考
へ
ら
れ
る
が
放
に
、
経
営
規
模
の
考
察
に
最

も
使
宜
で
る
る
。
け
れ
ど
も
今
考
察
の
範
閣
を
少
し
く
横
げ
る
と
と
に
も
意
義
が
あ
る
。
蓋
し
多
〈
の
工
業
は
そ
の
製
品
の
品
質
・

形
欣
に
於
て
異
る
け
れ
ど
も
・
寅
は
全
〈
別
種
の
商
品
と
見
難
く
、
叉
別
種
の
商
品
な
り
と
し
て
も
相
互
に
務
接
な
る
関
係
を
有
す

る
か
ら
で
あ
る
。
事
賞
に
沿
い
て
同
一
商
品
友
り
や
否
や
の
判
定
は
困
難
で
あ
り
、
且
そ
の
聞
に
製
法
縛
換
又
は
余
皆
の
可
能
性
が

あ
り
、
競
争
又
は
依
存
関
係
る
る
場
合
が
多
い
が
故
に
、
悲
陀
此
の
問
題
の
複
雑
困
難
な
る
貼
が
あ
る
の
で
あ
る
。
一
例
へ
は
内
燃

機
闘
に
あ
っ
て
は
小
型
石
油
禁
動
機
よ
り
飛
行
機
用
ガ
ソ
リ

y
機
関
・
章
一
油
機
関
ま
で
あ
り
、
屡
K
4
現
賛
さ
れ
て
ゐ
る
。
二
又
完
成

品
工
場
と
部
分
品
工
揚
と
に
於
て
は
、
そ
の
製
品
は
別
種
で
あ
る
が
、
そ
の
闘
係
は
最
も
興
味
あ
る
問
題
の
一
で
あ
っ
て
、
今
日
下

工
業
経
骨
規
模
の
双
峯
分
布
に
つ
い
て

第
四
十
五
巻

告存

抜

大』

四

小田橋氏議、我闘に於ける護諜製品二c;!l'H置土台政策時報、第175焼、小工業問題
特輯、 524頁)。
これらと雌もその商品必ずしも同ーと認め難いものがある、メ Pヤス製品中に
も内地向止輪出向 eの相遁あり、電球中には百球、クリスマス球。如き輪開向
のものがある。磯崎俊次、英大小製誼業(枇合政策時報、第164娘、日本商品の
遜問主中小工業事情特輯~ 202-223 ]~r) .祷藤健一、電球製法業(同誌前掲披



工
業
経
骨
規
模
の
双
峯
分
布
に
づ
い
て

第
四
十
五
巻

四

第

量産

九
四

請
工
相
閣
が
注
目
を
惹
い
て
ゐ
る
の
は
之
に
因
る
。

(
説
)
事
貨
に
於
い
て
各
工
業
が
極
め
て
多
種
類
の
商
品
を
生
産
し
て
居

P
、
従
っ
て
大
規
模
料
管
と
云
ワ
て
も
小
規
模
な
る
生
産
方
法
を
数
個
併

山
直
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
が
多
い
、
こ
の
た
め
小
経
笹
が
之
と
競
伊
ナ
る
の
は
さ
ほ

E
困
難
で
な
い
、
と
す
る
フ
ロ
レ
ン
ス
の
見
解
は
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
。

2
z
p、
-
v
N
M
V
小
)

工
業
粧
品
凸
の
規
模
を
決
定
す
る
要
素
は
上
に
一
一
一
-
一
回
せ
る
如
く
大
健
五
つ
に
分
凶
り
ら
れ
る
。
一
技
術
的
要
素
、
二
経
営
管
理
的
要
素

三
金
融
的
要
素
、
川
一
原
町
け
勝
入
及
び
袋
口
川
版
資
上
の
姿
索
、
及
び
五
長
一
漁
師
脱
出
好
そ
の
他
の
甥
動
に
封
ず
ら
考
服
、
之
で
る
も
。
ム
ー

そ
の
詳
細
を
論
A
Y
る
乙
と
は
そ
の
場
所
で
な
い
が
、
概
一
ず
一
閃
す
れ
ば
技
術
上
及
び
金
融
上
の
観
賠
か
ら
す
れ
ぽ
大
規
模
生
産
を
有
利
と

す
品
。
更
に
大
量
購
入
及
び
大
量
販
賓
の
可
能
た
る
場
合
に
は
と
の
側
か
ら
も
大
規
模
生
産
が
促
進
さ
れ
私
。
所
謂
組
織
に
よ
る
節

約
の
法
則
と
い
ふ
の
は
こ
れ
ら
の
貼
を
綿
綿
ず
る
も
の
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
双
峯
分
布
又
は
一
様
左
る
分
布
と
は
大
規
模
経
営
み
」
共

に
小
経
営
の
存
立
す
る
こ
と
を
云
ふ
の
で
る
る
か
ら
、
先
づ
小
規
模
経
替
の
有
利
な
る
揚
合
あ
る
と
と
を
設
か
ね
ば
な
ら
ね
。

，，‘、

技
術
上
か
ら
し
で
も
時
に
は
大
規
模
生
産
が
特
に
有
利
友
ら
ざ
る
揚
合
が
る
る
。
印
ち
工
業
に
よ
っ
て
は
、
或
る
程
度
以
上

大
規
模
と
左
つ
で
も
唯
同
様
な
る
設
備
を
併
置
す
る
の
み
で
、
殆

ε何
等
生
臨
時
費
の
節
約
を
粛
さ
友
い
揚
合
が
る
る
の
で
る
も
。
例

へ
ば
綿
織
物
業
、

ボ

1
#
ト
・
ナ
ッ
ト
類
製
造
業
、
陶
磁
器
製
遣
業
の
一
部
の
如
き
之
で
あ
ら
う
、
か
、
る
場
合
に
は
比
較
的
小
経

管
又
は
中
経
営
が
大
経
皆
と
充
分
競
争
し
、
各
規
模
に
一
様
去
る
分
布
を
一
不
し
得
る
の
で
あ
る
。

一一
企
業
者
の
能
力
に
よ
る
な
ら
ば
、
と
の
困
難
は
或
る
程
度
迄
克
服
さ
れ
る
。
そ
の
故
に
企
業
者
の
能
力
た
る
も
の
は
重
要
視
す
る
必

経
管
管
理
の
黙
か
ら
い
へ
ば
、
大
経
営
ほ
ど
困
難
を
増
し
、
そ
の
た
め
の
費
用
も
従
っ
て
大
と
た
る
。
唯
少
数
の
有
能
友
る

要
が
あ
る
け
れ
ど
も
‘

か
B
A

る
有
能
友
る
企
業
者
は
一
般
的
・
卒
均
的
た
る
も
の
と
は
考
へ
る
こ
と
が
出
来
危
い
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
が

312-327頁)。
Robinson， ibid勺 Florence，ibid.， p. I-Z4・これらの要業ほ経管の規模のみなら
ず企業。規模を決定するものであるが、今は鰹管の規模を中心主しで考察を誰
める。
Robinson， ibid.. p. 6S・
マーシヤル、経済事j京現(改誼置土版)、第二分加、 zz8j!{;.l善照。

3) 

4) 
5) 



か
a
A

る
場
合
所
謂
代
表
的
企
業
友
る
概
念
に
疑
ひ
を
挿
む
の
は
之
が
た
め
で
あ
お
。
今
個
K

の
工
業
に
つ
い
て
経
由
百
規
模
を
論
や
る

の
で
あ
る
か
ら
、
各
経
笹
に
上
づ
て
異
る
企
業
者
の
能
力
左
る
も
の
は
暫
く
考
察
の
外
に
ゐ
〈
外
は
友
い
。
或
は
少
く
と
も
大
多
数

の
ヱ
揚
主
は
か
L
る
方
面
に
た
い
て
比
較
的
低
き
能
力
し
か
持
た
左
い
と
考
へ
ね
ぽ
た
ら
・
な
い
で
る
ら
う
。

危
険
斎
く
は
鑓
動
と
い
ふ
要
素
，
が
小
規
模
工
場
の
存
立
を
詑
明
す
る
長
も
重
要
た
る
も
の
と

か
く
て
屡
h

設
か
れ
る
如
〈
、
三

左
る
。
蓋
し
景
気
愛
動
そ
の
他
の
経
済
一
受
動
、
晴
好
の
偶
然
的
愛
化
に
針
し
で
は
、
同
定
資
本
の
小
な
る
小
規
模
経
替
の
方
が
溜
熔
能

力
を
も
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
規
模
経
替
の
鈍
重
性
と
か
硬
直
性
と
か
言
は
れ
る
の
は
こ
の
事
情
を
指
ナ
。
唯
企
業
と
い
ふ
立

揚
よ
り
一
一
一
日
へ
ば
、
大
費
本
を
擁
す
る
方
が
不
況
に
上
り
よ
く
耐
へ
得
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
主
と
し
て
企
業
形
鏡
、
並
♂
に
銀
行
の

態
度
等
に
基
〈
も
の
で
あ
っ
戸
、
‘
経
替
の
出
火
肘
を
節
約
し
得
み
か
ら
で
は
な
い
ョ
か
〈
の
如
き
受
動
忙
抑
制
す
る
溜
膝
能
力
の
た
め
に

小
工
判
制
の
存
立
し
て
ゐ
る
例
は
茄
だ
多
く
、
例
〈
ば
メ
リ
ヤ
ス
(
製
品
v
製
巡
業
、
時
計
製
湯
来
.
電
球
製
法
業
、

白
樽
車
類
製
法
業
、

そ
の
他
各
種
機
械
部
分
品
の
製
造
業
、

セ
ル
ロ
イ
ド
(
製
品
)
製
法
業
等
で
る
ら
う
。

と
れ
ら
工
業
に
沿
け
る
小
工
場
は
そ
の
故
に
大

規
模
経
営
に
針
抗
し
て
そ
の
生
命
を
保
ち
、
か
く
て
上
掲
の
統
計
に
今
一
つ
の
峯
を
示
し
℃
ゐ
る
の
で
る
る
。

四
一
般
に
原
料
購
入
及
び
製
品
販
寅
上
の
黙
か
ら
い
へ
ば
犬
規
模
経
替
を
有
利
と
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
原
料
又
は
製
品
が
標

準
化
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
は
小
規
模
経
営
で
あ
っ
て
も
か
L
る
標
準
化
原
料
を
外
部
よ
り
購
入
し
、
且
そ
の
製
品
宇
一
特
化
す
る
こ
と

を
得
る
が
故
に
、
低
廉
左
る
生
還
を
行
ふ
こ
と
が
出
来
か
。
之
と
共
に
か
a
h

る
相
場
合
に
は
市
場
が
整
備
し
て
小
量
の
購
入
・
販
賓
が

さ
し
て
不
利
で
念
〈
友
る
。
所
謂
垂
直
的
分
化
す

2
-
g一
己
目
去
五
-
『
笠
宮
町
一
を
見
る
所
以
で
あ
る
。
織
物
業
、

工
業
、
特
に
自
縛
車
類
製
法
砦
の
如
き
そ
の
適
例
で
あ
る
3

又
h
E

機
械
器
具
の
部
分
品

市
揚
の
不
完
全
左
る
た
め
、
狭
隈
左
る
地
方
的
市
場
を
持
ち
得

工
業
経
普
規
模
。
双
峯
分
布
に
つ
い
て

第

漉

フL
豆王

第
四
十
五
管

四

ffilへtfRClbinson， ihid.， p. 51-53. 
Ibid.， p. 83-'06， esp. 84/85， 95， "'". 
Beckerat1t， H. v.~ Der mod.ernc Industriali:'iInus， 1930， S. 102--104・
RObiDson， ibid.， p. 72/73・
Ibid.， P・ 72-78•
子安浩、自韓車製造業(祉曾政策時靴、第J64械、日本商品。差出左中小工業事

6) 
7) 
8) 

9) 
10) 
u) 



工
業
経
替
規
模
の
民
集
分
布
に
つ
い
て

第
四
十
主
答

会事

競

九
六

四
凶

る
相
朝
合
に
も
小
経
営
は
存
立
し
得
る
。
原
料
が
附
近
に
で
容
易
に
得
ら
れ
る
た
ら
ば
克
に
こ
の
勢
を
強
め
る
c

製
粉
業
に
公
け
る
小

工
揚
は
か
L

る
市
場
闘
係
に
よ
っ
て
立
ち
主
と
し
て
、
輸
入
小
委
に
よ
っ
て
輪
出
向
小
萎
粉
の
大
規
模
生
産
を
行
ふ
大
工
場
と
併
立

し
て
ゆ
く
の
で
る
る
fr

印
刷
業
も
亦
狭
小
な
る
市
場
の
故
に
小
工
場
が
存
立
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

以
上
の
町
、
む
の
市
場
関
係
に
関
聯
し
て
特
に
注
意
註
要
す
る
事
情
が
あ
る
。
印
ち
内

に
多
数
の
工
業
が
集
中
す
る
時
、
溜
常
な
る
原
料
及
び
製
品
市
場
が
形
成
さ
れ
る
政
忙
経
慌
を
民
術
的
に
見
て
肢
も
有
利
な
る
域
模

外
部
節
約
之
で
あ
っ
て
、
即
ち
一
一
地
防

に
摘
張
維
持
す
る
と
と
を
得
、
又
各
種
の
補
助
産
業
が
護
展
す
る
と
共
に
、
工
業
の
分
化
と
特
化
と
が
行
は
れ
、
熟
練
努
働
が
容
易
に

得
ら
れ
る
こ
と
等
に
よ
れ
、
生
産
費
が
節
約
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
屡
々
小
粧
品
百
が
大
規
模
粧
品
百
に
封
抗
し
て
ゆ
け
る
種

種
な
る
利
盆
を
得
る
。
例
へ
ば
崎
玉
懸
川
口
市
、
三
重
勝
桑
名
町
に
お
け
る
銑
鎖
援
物
業
、
愛
知
販
に
た
け
る
毛
織
物
業
、
陶
磁
器

製
造
業
、
大
阪
府
に
ゐ
け
る
メ
リ
ヤ
ス
(
製
口
問
)
製
法
業
、
東
京
附
近
に
ゐ
け
る
電
球
製
法
業
の
小
経
営
等
は
こ
の
外
部
節
約
に
負
ふ

と
と
ろ
多
い
。
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
及
ぴ
北
九
州
の
工
業
地
帯
に
た
け
る
金
属
工
業
及
び
機
械
器
具
工
業
の
部
分
品
製
作
小
工
揚

も
亦
然
り
。
商
品
が
標
準
化
せ
ら
れ
る
と
き
は
こ
の
勢
を
強
め
る
け
れ
ど
も
・
或
る
揚
ム
ロ
に
は
標
準
化
せ
ら
れ
な
〈
と
も
犬
舎
祉
と

下
請
閥
係
を
結
ぶ
と
と
に
よ
り
、
小
工
揚
は
部
分
品
製
作
に
専
門
化
し
得
る
。

と
れ
ら
部
分
品
工
揚
と
完
成
品
工
場
と
の
闘
係
は
必

や
し
も
小
工
場
と
大
工
揚
と
の
競
争
関
係
と
は
友
ら
守
、
多
〈
相
互
依
存
闘
係
に
あ
る
。
但
し
一
旦
不
況
期
と
友
れ
ば
大
工
揚
は
下

請
を
中
止
し
、
部
分
品
を
自
製
す
る
と
と
に
よ
り
競
手
閥
係
に
立
つ
で
る
ら
う
。

以
上
述
べ
た
る
種
k

の
理
由
に
よ
り
小
規
模
経
費
が
存
立
の
徐
地
を
有
し
、
生
産
費
を
低
く
維
持
し
得
る
と
す
れ
ば
、
か
a
A

る
小

規
模
の
工
揚
が
多
数
存
在
す
る
に
至
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
従
っ
て
大
規
模
経
替
と
併
立
し
て
認
に
双
峯
分
布
が
現
は
れ
る
で
あ

情特輯)金24-笠36買。
王国貞一郎、製粉工業、 143-154頁、 Robinson，ibid吋 p.'55参照。
~-V'''')l.-、組沸串原理、第ごう河庁、 207-222貫 Robinson， ibid.， p. 134・
m井正三郎、我が幽羊毛工業白羽勢と特に中小毛織工業問題(枇曾政策時報、
第175抗、 416-454頁)、美畿日時次郎、陶磁器製法業(同1誌、第1:64旗、260-
288頁)、磯崎俊次、英大小製鐙業(同誌、第164苦慮、 2.02.-22310、費藤健一、

日)
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14) 



ら
う

然
し
乍
ら

(七)

過
去
に
や
け
る
最
適
規
模
の
飛
躍
的
費
展
の
結
果
と
し
て
双
峯
分
布
が
現
は
れ
る
と
と
も
考
へ
左
〈
て
は

友
ら
ね
。

ロ
ピ
ン
ソ
シ
も
言
ふ
如
く
、
所
謂
代
表
的
企
業
と
最
適
企
業
と
は
必
や
し
も
一
致
し
な
い
、
所
論
代
表
的
企
業
と
は
、

常
能
力
に
よ
っ
て
粧
品
百
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
内
部
及
び
外
部
の
節
約
{
経
済
)
を
正
常
に
享
受
す
る
企
業
で
あ
る
が
、
又
相
蛍
の
長

制
と
相
営
の
成
功
と
を
持
つ
も
の
で
る
る
と
さ
れ
、
従
っ
て
す
べ
て
の
企
業
が
目
標
と
し
て
之
に
赴
か
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
現
在
の
最
適
規
模
を
示
せ
る
も
の
で
は
友
い
。
代
表
的
企
業
の
規
模
は
統
計
に
現
は
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
は
少
し

く
以
前
の
最
適
規
模
で
る
っ
て
、
今
日
の
最
適
規
模
で
は
友
い
。

一
例
を
事
げ
る
司
な
ら
ば
、
技
術
の
飛
岡
崎
的
護
展
が
行
は
れ
、
優
秀

た
る
大
機
械
が
護
明
さ
れ
た
り
と
す
る
時
、
今
日
の
最
趨
怠
る
経
営
規
模
は
直
ち
に
統
計
上
に
峯
を
一
示
さ
な
い
で
あ
ら
う
。
同
様
の

理
由
に
よ
っ
て
最
適
経
替
規
模
の
飛
躍
的
増
大
が
近
を
過
去
に
数
皮
あ
っ
た
た
ら
ば
、
F

粧
品
品
規
模
の
統
計
は
双
峯
又
は
一
ユ
率
的
の
分

布
佐
一
小
品
川
台
お
ら
う
。
較
し
撤
去
の
最
湖
規
模
も
品
川

κは
山
削
減
4
1
4
ヘ
時
間
酌
た
議
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
燕
曲
川
師
陣
製
造
業
、
電

気
業
に
沿
け
る
八
万
布
は
一
部
分
之
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

四

結

論

大
工
業
の
褒
展
、
卸
ち
大
規
模
経
替
の
勝
利
と
共
に
一
方
小
工
業
の
抽
出
存
が
あ
る
乙
と
は
屡
々
設
か
れ
る
と
と
る
で
あ
る
が
、
そ

の
揚
合
大
経
替
の
優
勢
・
な
る
部
門
と
中
小
粧
品
百
の
優
勢
友
る
部
門
と
を
一
一
階
区
別
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
然
し
又
一
方
大
経
替
が
優

勢
怠
る
部
門
に
あ
っ
て
も
中
小
経
債
が
之
と
競
争
又
は
依
存
関
係
に
お
い
て
存
立
の
徐
地
を
持
つ
こ
と
が
少
く
な
い
。
時
に
は
大
規

模
経
替
と
或
る
程
度
の
中
小
経
営
と
の
こ
箇
所
に
多
数
の
集
合
が
あ
り
、

い
は
ピ
そ
の
分
布
に
二
つ
の
峯
・
を
見
る
と
と
も
あ
る
。
上

工
業
組
管
規
模
の
双
峯
分
布
に
つ
い
て

傍
四
十
五
巻

大A

-b 

四
E王

策

強

lE 

電球製法業(同誌、第164班、 3IZ--37Z]()。
波多野鼎、土岐盤、製餓所を繰る読ゆ2tE;工業の愛展(j祉合政策時報、第193競)
126-

'
5
'
頁。

マ-vヤル、経済串原理、第二分加、 280頁。
Robinson， ibid.， p. 14/15・二つ以Jニの態管によって一つの企業が構成されて
ゐる場合も考へなければならぬが本稿、では紐俸を中心として考察してゐる
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工
業
経
替
規
模
の
双
峯
分
布
に
つ
い
て

第
四
十
五
巻

四

六

第

旗

九
i¥. 

に
掲
げ
た
る
統
計
的
検
詮
に
は
不
精
密
の
嫌
が
あ
り
、

今
後
の
研
究
を
必
要
と
す
る
が
、

か
L
る
一
様
・
な
る
分
布
若
く
は
双
率
分

布
る
る
と
と
は
常
識
的
判
断
と
も
相
昭
一
躍
し
、
叉
ア
メ
リ
カ
の
工
業
に
つ
い
て
ア
ロ
レ
ン
ス
の
指
摘
せ
る
と
こ
ろ
と
同
様
で
あ
る
。

工
業
経
管
規
模
の
双
峯
分
布
と
認
め
ら
れ
る
揚
合
に
統
計
技
術
的
理
由
よ
り
か
E
A

る
結
果
が
現
は
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
相
似
た
る

商
品
の
性
質
と
相
闘
柳
せ
る
生
産
技
術
等
を
布
す
る
工
業
経
替
に
大
小
規
模
の
併
有
あ
る
と
共
に
、

又
粧
拙
何
と
殆
ど
同
一
と
認
め
ら

L

5
耳
元
と
主
主
「
5
〉

E
3
〉

E
ち
た
h
d
H品
突
っ
井
t
k
d
ち
る
。

、3
4
-
〈

B
R

口
U
3
4
t
二
院
-
v
J
U
1
0
・t
l
u

一J
/

j

〆
J
A
1

〈

d
i
-
-
?
4

そ
こ

T
進
ん
E
か
く
の
如
き
分
布
の
生
や
る
経
済
的
迎
'
同
を
尋
ね

た
の
で
あ
る
が
要
約
す
れ
ば
弐
の
如
き
黙
で
あ
る
。
↑
大
粧
品
百
に
技
術
的
利
盆
の
特
に
存
せ
ざ
る
揚
合
が
あ
る
と
と
、
に
経
響
曲
目
理

の
困
難
が
小
経
管
に
は
少
き
こ
と
、
己
愛
動
に
劃
す
る
遁
膝
能
力
が
小
経
営
に
は
比
較
的
大
で
あ
る
乙
と
、
凋
標
準
化
商
品
に
公
け

る
専
門
的
小
経
替
と
、
五
狭
間
友
る
市
揚
を
持
つ
小
経
営
は
大
経
設
と
併
存
し
得
る
こ
と
、
六
外
部
節
約
に
よ
っ
て
小
経
営
も
大
友

る
利
径
を
も
っ
乙
と
、
作
機
械
の
設
建
等
に
よ
る
最
遁
経
営
規
模
の
受
動
、
等
は
最
も
重
要
友
る
理
由
で
あ
る
。

若
し
多
数
の
工
業
経
笹
に
つ
い
て
生
産
費
又
は
牧
益
の
統
計
が
る
れ
ば
、
以
上
の
理
由
か
ら
し
て
そ
の
生
産
費
曲
線
に
遁
降
す
る

部
分
が
二
箇
所
あ
る
こ
と
が
詮
明
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
邸
ち
組
織
に
よ
る
節
約
の
法
則
の
作
用
に
よ
っ
て
曲
線
が
一
方
的
に
遁
降
す

る
と
と
な
く
、
或
る
舗
に
於
て
一
度
遁
増
に
傾
き
再
び
遮
降
す
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
か
a
A

る
統
計
は
限
ら
れ
た
場
合
に
し
か

之
を
得
る
と
と
が
出
来
な
い

1
。
叉
愛
動
と
い
ふ
要
素
を
考
慮
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
相
賞
期
聞
に
亙
っ
て
平
均
生
産
費
た
調

査
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
か
く
の
如
き
目
的
に
合
す
る
統
計
は
殆
ど
存
し
て
ゐ
た
い
で
あ
ら
う
。

最
後
に
注
意
す
べ
き
は
此
の
問
題
を
複
雑
に
す
る
一
つ
の
事
情
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
経
営
の
結
合
之
で
あ
る
。
組
織
に
よ
る

節
約
の
法
則
は
有
力
た
る
も
の
で
る
る
け
れ
ど
も
、

一
方
、
経
替
の
大
規
模
化
に
は
顧
客
を
獲
得
す
る
た
め
の
極
め
て
大
な
る
費
用
‘

a

，
 

故暫〈不精脅乍らこの駄を論じないこと Lする。
Flore口町 ibid.，p. 47・参照。

商工省調査、工業観骨扶況調。如きその一例である。
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所
謂
生
長
の
費
地
を
要
し
、
且
大
規
模
化
に
よ
る
能
率
の
増
大
は
屡
々
不
連
績
的
若
〈
は
飛
躍
的
で
あ
る
か
ら

J

小
規
模
経
替
が
接

大
す
る
と
と
は
甚
だ
困
難
た
ら
ざ
る
を
得
恋
い
。
而
し
で
か
く
の
如
き
障
碍
を
飛
び
越
す
た
め
K
屡
々
経
営
の
結
合
が
行
は
れ
る
の

で
る
る
。
そ
れ
は
勿
論
費
動
に
封
ず
る
援
抗
力
を
増
す
た
め
に
も
行
は
れ
丸
。
企
業
の
方
面
よ
り
見
れ
ば
所
請
合
同
又
は
コ
ン
ツ
ヱ

ル
ン
の
形
成
で
あ
る
。
か
ミ
る
結
合
に
水
平
的
友
る
も
の
と
垂
直
的
な
る
も
の
と
二
種
る
る
が
、
前
者
は
同
種
生
産
の
み
左
ら
守
、

同
一
生
産
段
階
の
多
穂
生
産
、
即
ち
原
料
又
は
製
品
・
市
相
粛
を
等
し
く
す
る
生
産
の
粂
替
を
含
む
。
多
〈
の
機
械
器
具
工
場
は
標
準

化
と
下
諮
閥
係
の
設
展
に
よ
っ
て
盆
々
多
角
的
た
る
経
笹
に
進
み
、
従
っ
て
細
別
せ
る
工
業
別
の
統
計
で
は
却
っ
て
疋
確
宏
事
責
を

一
不
さ
ぎ
る
と
止
と
も
な
る
。
と
の
意
味
に
沿
い
て
再
び
機
械
器
具
工
業
金
剛
闘
を
観
察
す
る
と
き
、
職
工
千
人
以

t
を
使
用
す
る
大
工

揚
が
歴
倒
的
に
大
な
る
部
分
を
占
め
る
が
、
十
五
人
以
上
三
十
人
未
満
使
用
工
場
の
附
近
が
今
一
つ
の
峯
を
形
づ
ぐ
っ
て
ゐ
る
の
を

児
る
の

T
あ
る
。
後
者
は
即
ち
六
醐
岡
部
分
品
又
川
下
訪
仁
刊
引
の
矧
税
な
か
し
て
ゐ
る
。

然
し
乍
ら
、
合
理
的
・
経
済
的
理
由
は
全
部
を
説
明
す
る
も
の
で
た
い
。
消
費
の
慣
習
が
新
r

し
き
趨
膝
に
時
間
を
一
要
し
た
り
、
消

費
者
が
債
絡
に
よ
っ
て
選
揮
せ
や
、
所
講
得
意
闘
係
の
如
き
も
の
に
よ
っ
て
購
買
し
た
り
、
之
を
利
用
し
で
生
産
者
が
更
に
顧
客
獲

得
の
た
め
種
々
友
る
戦
術
を
用
ふ
る
が
如
き
、
雑
多
の
事
情
、

が
働
き
、
之
に
よ
っ
て
大
規
模
経
替
と

い
は
ど
口
一
己
何
回
門
戸
一

P
2
0
a
 

相
併
ん
で
或
る
程
度
の
小
経
替
が
そ
の
地
歩
を
保
ち
得
る
の
で
あ
る
。

工
業
経
替
規
模
の
双
峯
分
布
に
つ
い
て

第
四
十
五
巻

四
七

第

披

九
九
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